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特集在日外国人と日本社会
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在日外国人と日本社会

最近外国人の姿を見かけることが多くなった。数

年前までと違うのは，建設現場とか食堂，居酒屋で

日本人と混じって働く外国人労働者の急増である。

その多くは不法就労と言って間違いないが，現在そ

の数は15万人とも20万人ともいわれている。さらに

ここ２～３年南米からの日系人の出かせぎ労働者も

急激に増え，１０万人前後が働いている。自動車工場

などの大工場で働く人が多く，日系人の場合，合法

労働である。

このような日系人労働者とその他のアジア諸国か

らの不法労働者の圧到的な数には及ばないが，日本

の農村各地に嫁いで来た外国人花嫁さんも様々な波

紋を投げかけている。これは，アジアと日本という

関係においてのみとらえるのではなく，都市と農村

という日本の社会構造の抱える問題を「花嫁さん」

たちの小さな背中にかつがせていると考えなければ

ならない。

定住難民支援から見えてきたこと

ＪＶＣは９年前から日本に定住したインドシナ難民

の支援を行ってきた。彼らの生活相談に乗り，日本

語家庭教師を派遣し，さらには定住者自身の自主活

動に対する支援も近年積極的に展開している。しか

しその一方長い活動を通して我々が学んだことも多

い。まず第一は，閉鎖的な日本社会にいやがうえで

も気付かされたことである。定住者が抱える様々な

問題を解決しようとする場合，必ずぶつかるのがこ

の壁であったと言ってよい。第二に，日本社会の異

文化。異民族に対する無理解・無関心である。定住

者と関わることによって彼らの持つすばらしい文化

を知ることができたが，社会全体はと言えば異文化

を尊重するどころか，彼らに対して日本人への同化

を有形無形に押しつけることで一貫している。イン

ドシナの定住難民は日本全体でも7000人と非常に少

なく，ほっておけばあっという間に日本社会にのみ

こまれてしまうだろう。定住者の中でも危機感は強

く，何とか伝統。文化を子供たちに伝えようとして

いるが，子供たちの日本人への同化は想像以上に早

い。

このように定住難民支援の経験から学んだことと．

難民以外のニューカマー（労働者，花嫁さんなど）

が我々に問いかけていることとは根底に流れる問題

は共通であると言ってよい。さらに，７０万人と言わ

れる在日韓国・朝鮮人や在日華橋などのオールドカ

マーの存在に対して私たちがいかに不勉強であった

かを痛感させられる。たとえ定住難民を支援してい

くにしても，日本に住むマイノリティーという視点

の中でとらえていかなければ，必ず行きづまってし

まうだろう。

定住難民の場合，“難民"ということばのひびきか

らか，同‘情を集めやすいという事実は否定できない。

行政によって対応は様々であるが，ある程度のケア

も保障されつつある。一方，定住難民の中にもどう

考えても出稼ぎに近いと思われる人が多いことも事

実である。こうした中で，定住難民に限って支援を

していくことの根拠は徐々に薄れてきている。むし

ろ他の在日外国人に対する人権侵害や不当な差別の

方が深刻な場合も多い。

第三世界の人々に支えられるニッポン

日本の現在の繁栄は明らかに第三世界の犠牲の上

に成り立っている。日本軍の後を企業が経済侵略と

いう形で引き継ぎ，近年はＯＤＡに代表されるよう

に援助の名のもとに第三世界の特に底辺にいる人々

を圧迫している。こうした構造の中で，多くの人々

が日本に様々な形でやってきて，今度は日本人がや

らなくなった３Ｋ労働によって日本経済の底辺を支

えている。特に不法労働者に対しては各地で拒絶反

応が起こっているが，わけのわからない外国人が増

え問題が起きるのは困るということだろう。しかし，

日本だけ豊かで平和であればよいという考え方は，

第三世界に対してやってきたことを考えればあまり

にも調子が良すぎるのではないだろうか。

在日外国人の問題は，まず第一に我々日本人自身

の問題であり，さらに第三世界の国々と日本とのい

びつな関係を無視して議論することはできない。本

号は地域からの報告が中心となるが，こうしたこと

を考えていくきっかけとしたいと思う。

（岡村達司）
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地域に暮らす｢外国人｣をかながわから考える

■かながわの外国人■

平成３年６月の神奈川県における外国人登録数は

８万５千人を越えた。ほとんどの県内の市町村では，

登録数の一位は韓国・朝鮮籍で，そのうちの多くは

在日の人々である。しかし，それに追いつく勢いで

急増しているのが南米籍の日系人労働者であり，自

治体によっては順位が逆転したところもある。それ

以外では，中国（在日中国人あるいは老華僑と新華

僑)，インドシナ三国（定住難民)，フィリピン人（米

軍基地のある自治体に非常に多い）の多い事が特徴

である。もっとも外国人登録上は数に現れない外国

人労働者を入れるならば，おそらく外国人住民の数

は10万人を上回るだろうといわれている。

このように神奈川の外国人は在（定)住の歴史的

背景，その期間も多様であり，それゆえに抱えてい

る問題もさまざまである。しかし，個々の人々をき

ちんと見て行くと時間と共に推移する問題の質的変

化なども把握しやすい。神奈川では1984年に行政と

して初めて在日韓国・朝鮮人の調査に取り組んだ

という積み上げもあり，新しい外国人の増加を考え

るにあたっても，まったく新しいこととしてではな

く捉えて行くことができる。

オールドカマー（古来人）

神奈川県とアジア世界の結び付きは古く，近代で

は開国以降に横浜・横須賀居留地に各国の人が生活

し，中でも中国人労働者が特に多かったという。こ

の時代に人って来た中国人は経済力を増し，横浜・

中華街を中心とする相互扶助力の非常に高い華僑社

会を形成した。また，明治の初めにペルー船に乗せ

られた中国人奴隷200人余りを県令大江卓が解放し

たことに象徴されるように，その受け入れは新しい

社会形成の可能性を内包していた。

しかし，日本のアジア諸国の植民地化により，労働

力として朝鮮人・中国人が内地移入され，特に京浜

工業地帯の土木・建設や，相模湖のダムエ事など，

過酷かつ危険な作業に従事させられていた。戦後は，

川崎南部に残った朝鮮人を中心として朝鮮人居住地

かながわ在日外国人問題研究会榎井緑
(財)神奈川県国際交流協会阿久津麻理子

域が形成された。神奈川県ではこういった歴史的背

景のゆえに，長､く在住してきた人々をオールド・カ

マーと呼んでいる。

ニューカマー（新来人）

・中国帰国者

1972年の日中国交正常化以来，中国に残された孤

児の肉親探しが始まり，県内にも現在約550世帯，

2000人以上の帰国者が生活している。さらに中国の

外貨獲得奨励のために，帰国者を身元保証人にして

その親族が日本に働きに来る傾向が顕著である。家

族や一族数十人で来ることも多い。来日後は横浜中

華街など言葉の通じる所で働くようであるが，子供

たちは日本の保育園や学校に通っている。中国出身

地で受けた教育程度によって，親の世代にも中国語

の非識字者がおり，学校側からの情報の伝達が困難

といった問題が起きている。

●インドシナ定住難民

1978年に日本は難民受け入れを開始し，神奈川県

にもカリタスジャパンの提供した大和市の土地に定

住促進センターが建設された。約2700人という，県

内のインドシナ定住者の数は日本の中でも一番多い。

受け入れに際して1981年日本は難民条約に加入し，

社会保障制度の適用が外国人にも広げられたが，こ

の条約によって他の外国人住民にも制度の改正が波

及した。

●アジアからの「花嫁」

農村部の自治体斡旋などとは違い，都会にもアジ

アからの「花嫁」が増えている。恋愛結婚だけでは

なく，エンターテイナーとして日本で働く内に知り

合ったり，業者斡旋による結婚が多く，国籍もフィ

リピン，タイ，韓国，シンガポール，台湾，スリラ

ンカなど多彩である。言葉や習'慣の違いから家族や

地域からも孤立していることが多く，川崎や横須賀

ではこういった花嫁を対象としたサークル活動や日

本語教室などが行政や草の根によって始められた。

・留学生，就学生，研修生

大学，短大，専修学校の専門過程以上の教育を受

けるために滞在する留学生，技能習得する前提とし

－３－ Trial＆ErrorNo.１１３



て日本語学校で学ぶ就学生たちの多くは，自力で学

費や生活費を賄わなくてはならず，サービス業など

で働らかせざるをえない。研修生は，技術訓練等を

目的に企業が受け入れるものだが，一方で単純労働

の隠れみのになっているとの指摘もある。

・南米からの日系人

８０年後半の南米での狂乱物価と，日本の人手不足

が押し出し。引っ張り要因となり南米からの日系人

労働者が増えている。特に昨年６月の入管法改正に

伴い，違法労働者の雇用者罰則制度が設けられたた

め，合法的労働できる長期滞在のビザを持つ日系人

を雇用する企業も増えた。県内では特に湘南地区や

県央の自動車産業とその下請けのある所に集中して

いる。興味深いのは－－世の出身県とのつながりが強

く，県人会の神奈川県支部が支援をしている場合が

あること，合法的に長期滞在できるために家族でく

ることが多いことである。

。そのほかの外国人労働者

外国人の単純労働が認められないために，観光ビ

ザで来日し働く外国人が増加している。県内ではと

くに下請けなどの小規模企業，あるいは建設関係に

多いが，日本人は言うに及ばず，研修生を呼ぶだけ

の手間もかけられないという所が多い。パキスタン，

フィリピン，バングラデシュ，韓国，タイ，マレー

シア，スリランカなどアジアが中心であるが，イラ

ン，ガーナ，バハマから来た人々からも相談があっ

た。違法滞在ということで様々な制度の適応を受け

る可能性を閉ざされていることが一番の問題点であ

ろう。

潮来日直後から始まる緊急課題畷

労働災害

来日後の期間が短い外国人にとっての最大の問題

は，日本語がわからず情報から疎外されることであ

る。これは単に生活上の不便に留まらず，しばしば

命にかかわる問題ともなる。安全教育の内容が理解

できない，あるいは「高圧注意」などの文字が読め

ずに労災に会う確率は高い。とくに不法就労の立場

にある外国人労働者は労働基準法に反する待遇を受

けていることが多いが，これは第三世界に進出して

いる日本の企業が現地工場の安全基準を現地に合わ

せて日本よりも低くするという「ダブルスタンダー

ド（二重基準)」とも共通する現象であり，これが日

本の中の第三世界に対して行われているともいえる。
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また，労災にあった場合でも，不法就労の外国人

の場合は入管への通報を恐れたり，事業主が労働基

準監督署の立ち入り調査や雇用者罰則制度の適用を

恐れて労災補償の申請を妨げている。労働省から出

された平成元年の「部内限」通達では，労働基準監

督署は救済を第一とし入管へは通報しないという方

針が述べられているが，昭和63年の局長通達を見る

と，これが厳密に行われているとは言い切れない状

況である。また，労災適用の申請が認められても，

完全治癒までの日本滞在や，後遣障害の帰国後給付

体制が整えられていないという問題がある。現在鶴

見区にある（社)神奈川労災職業病センターでは，

フィリピン人が建設現場で労災に遭い，脊椎損傷に

なったケースに対して，帰国後補償の問題に取り組

んでいるが，私たちの知る限り，これが唯一のケー

スである。

医療

外国人住民には日本の医療制度に関する情報が行

き渡っていない。また，受診の際の言葉の問題も大

きい。医療の通訳は，命に関わる問題でもあり，ボ

ランティアベースだけで対応できる問題ではない。

また，言葉のみならず宗教や習慣といったものへの

対応も問題となっている。

保険制度が適用されない短期滞在者や外国人労働

者は，医療費の問題から病院に行かず，買い薬を飲

み続けて重症になったりする例が少なくない。また，

急病や重症の患者が病院にかつぎ込まれても，医療

費の負担をする機関はない。というのも厚生省から

の見解により，オーバースティの外国人には生活保

護の医療扶助が出なくなったからである。民間の外

国人労働者支援団体も苦労して病院などとのネット

ワークづくりを進めているが，いくつかの病院にケ

ースが集中したり，また病院での医療費の焦げ付き

が問題となっている。

ケース１：あるフィリピン人の出産

これは外国人の医療に関して，まったく「出口のない｣，

と思われたケースである。Ｅさんはエンターテイナーと

して来日し，ビザが切れた後もオーバースティで働き続

け，妊娠した。妊娠がわかった後も日本に滞在を続けて

いたが，体調の不調を訴え続け，６カ月目に早産をして

しまった。子供の体重は1,000グラムあまり。緊急に子

供を専門とする県立病院に入院となったが，体の器官が

未熟であり，脳にも障害が残る可能性が高い。問題は彼

女とその子供の医療費の問題である。オーバースティで



外国人登録も行っていないので，国民健康保険には加入

していない。毎月かかる約300万円の医療費は現在県立

病院の負担となっているが，病院としては県立でも経営

的には独立しているわけだから，これもいつまで続けら

れるかわからない。

いわゆるオーバースティの外国人の医療費は，生活保

護の打ち切りがあってからは，社会福祉法人の病院で低

額診療制度に頼る事も多くなっているが(社会福祉法人

の病院は，年間，医療費の払えない患者をある程度低額

で診療する代わりに税制上の優遇措置を受けられる)，こ

のように専門の病院でないと対応できない場合は，病院

を変えるわけにも行かない。また，何らかのきっかけで

彼女が入管に通報されれば強制送還の対象になった場合，

子供の診療がどこまで認められるだろうか。（普通は飛

行機による旅行が可能になったと認められた時点で送還

される｡）

しかし，問題は制度上ばかりのことではない。という

のも，彼女の子供の父親が誰であるのか，日本人である

のか，本人にもまったく特定できなかったからである。

もし父親が日本人であれば，認知請求を行い，それによ

って医療費なども請求ができる可能性があるのだが…。

事情もあるだろうが，自分が出産すること，子供をその

後育てることに関してはやはり本人ももっと考える必要

があったのではないか，とも思う。

ケース２：割礼の話

パキスタン人のＡさん夫婦に子供が生まれた。二人は

オーバースティのまま日本で働き続けるうち知り合って

日本で結婚した。問題は子供の生まれたあとに受けさせ

る割礼である。イスラム教では生後何日までに子供に割

礼を受けさせるといったことが厳しく決められている。

出産した病院の泌尿器科の医師に相談したところ，割礼

自身は手術としては非常に簡単なものだし，文化的にも

大切な習慣だろうから，と理解を示してくれたが，病院

がカトリックの病院だということで，理事会にまでかけ

られた上で断わられてしまった。東京などでは以前から

住んでいるイスラム圏の外交官などの家族のために，割

礼をしている病院もあると聞きつけ，連絡をとった。し

かしこんどの問題は費用である。これは医療行為ではな

く，しかも新生児の手術なので点数が非常に高いのであ

る。一回の割礼には，７～８万円がかかるという。そこ

で今度は開業医をあたってみたが，割礼の方法がわから

ないという理由や，医療行為でないからできないと断わ

られてしまった。

結局10件以上の医療機関をあたったが，対応してもら

えず，なんとこの夫婦の友人であるパキスタン人が自分

の手で割礼をしてしまった。何事もなかったので胸をな

でおろしているが，やはり医療機関でやってもらえれば

それにこしたことはなかったと思う。しかし，日本で暮

らす外国人が，どこまで自国の伝統をそのまま持ち込む

ことが可能か，ということはかれら自身も検討の余地が

ありそうである。たとえば，費用の点などは妥協の余地

があったのではないか。

自治体による「パンフレット」づくりに思うこと

ここ一年ほどの間に，多くの自治体が，多言語に

よる「くらしのガイド」やパンフレット類を積極的に

出したり，多言語による「外国人相談窓口」を設置

した。もちろん日本に暮して間もない外国人にとっ

て，母国語によるインフォメーションは必要である。

しかし，情報を翻訳したり，機関を紹介するだけで

は実際に使えないことも多い。リスト上の機関が外

国語で対応できないこともある。また相談窓口の設

置場所，あるいは時間帯(休日や夜間には開いてい

ない）によっては利用しづらいという指摘もある。

また多言語で情報を出すという短期的解決ばかり

でなく，自治体は今後の長期的視野のもとに立って，

外国人の社会参加を真剣に考え始めなければならな

いと思う。教育や福祉制度の整備とともに，地方選

挙への参政権，公務員の国籍条項の問題などがすで

に在日韓国・朝鮮人住民にとって重大な問題となっ

ているのである。実際ニューカマーに対する対応が

非常に進んでいるとおもわれる自治体でも必ずしも

在日韓国。朝鮮人への政策が進んでいるとは言えな

い。

また，産業構造の根本的解決なども課題である。

大企業と無数の下請け，孫請けという構造そのもの

が外国人労働者に危険な労働を強いているのである。

こういった視野がなくては，本当の内なる国際化や

共に生きる社会の実現はむずかしいのではないだろ

うか。

－５－

綱長期的な取り組みの必要'性11＃

滞在が長期化すると，問題は緊急性を持つものか

らその質を変えて行く。子供は学校で急速に日本語

を吸収し日本人化してゆく一方，日本社会で苦労を

してきた親たちは,その苦労を子供にさせたくない

と考えて，あえてそれを許容するむきもないではな

い。そのため世代間に大きなギャップが生まれて来

る。インドシナ定住難民の家庭では，これは深刻で
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ある。母語や母国の文化を忘れていくことは家庭だ

けではなく，コミュニティーにとっても深刻な問題

である。

日本の教育制度の中では，外国人児童に対する日

本語指導は積極的に行われるようになったが，まだ

母語や民族的なアイデンティティ保持のための教育

は整備されていないのが現状である(注1)。県,市町

村教育委員会では，外国籍児童や帰国子女（インド

シナ定住難民・日系人。中国帰国者）について，よ

り多くの教員や補助教員(非常勤）を配置する予算

をとっているが，主として日本語指導，教科補習，

あるいは日本語のわからない親とのコミュニケーシ

ョンのためである。しかし，中には学校や補助教員

が裁量の範囲で意識的に子どもたちが母語や母国の

文化に触れる機会をつくっている場合もある。

日本の公立学校でこういった取り組みがあること

は，非常に重要である。というのも彼らが自らのア

イデンティティに誇りをもって学ぶ場は，彼らだけ

ではなく日本人にも共有されるべきだと考えるから

だ。外国人問題を作りだしているのは日本人なので

あり，私たちの側が彼らの文化を尊重する姿勢を持

つことが重要だからである。そういう意味では，外

国人の子供たちの母語やアイデンティティを保障す

る教育は，対日本人教育の場でもある，といえよう。

こういった教育を受けた子どもたちは新しい文化を

担う世代となるだろう。

しかし，インドシナの児童は定住が長いので日本

語に不自由はなくなったとの判断で，行政からの補

助教員配置予算がカットされるケースも起き始めて

いる。日本語教育だけで終わらせてしまうのではな

く，これが母語教育の制度づくりの転換点とはなら

ないものだろうか。

また「補助教員」という立場に対しても議論があ

る。補助教員は日本語と子どもたちの母語ができる

人材が非常勤待遇で採用される。そのため定住の長

い同国人の補助教員も多い。「補助」であるから，正

式の教員免状をもっているかいないかということに

とらわれず良い人材をいかせるという長所もあるが，

公立学校教員の国籍条項の問題を考えれば，やはり

正式に採用するべきではないか，との意見も強い。

外国籍の児童が増えれば，これは「補助」というよ

りはもっと積極的な制度にしてゆかねばならない日

も来るだろう。

さらに，母語を教えることの意味ももっと議論さ

れるべきだと考えている。母語はアイデンティティ
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の形成にとって不可欠かもしれないが，一方西ドイ

ツのように帰国奨励対策の一環として行っている場

合もある。教育に限らず，「外国人｣の日本への社会

参加がどうあるべきなのか，がとわれる場面でもあ

る。

次に社会教育の現場でのユニークな取り組みを紹

介したい。

ケース３：綾瀬図書館

綾瀬市は大和市に隣接するため，インドシナ定住者が

多く住む地域である。その綾瀬市立図書館で今年の９月

より，ラオス語図書35冊を設置することになった。綾瀬

市図書館は本の貸出以外にも，市民向けの国際理解講座

を開催するなどしている。また図書館のある市の複合施

設内の文化センターでは市民グループによる日本語教室

やラオス人たちが自分たちの子供たちを対象とした母語

教室なども開催されている。

設置される図書は，民間の海外協力団体である，曹洞

宗ボランティア会がタイのラオス難民キャンプで印刷し

たものである。同会はバンビナイ難民キャンプ（ラオス

からの，とくに小数民族の難民のキャンプ）で，印刷プ

ロジェクトを行ってきたが，印刷は職業訓練という技術

的な意味あいを持つと同時にまた，彼らの文化を保持し

てゆくための手段ともなっている。難民自身からの聞き

取りをした民話をまとめたり，ラオスの歴史，音楽に関

する本，あるいは教科書，他国に定住したラオス難民の

その後の話，新聞などが印刷されていた。今回，綾瀬図

書館に設置されることになった35冊はこのなかから，綾

瀬に定住するラオス人のレックさんが選んだものである。

ラオス本国から取り寄せるのではなく，ＮＧＯの印刷

したものを設置するのはなぜですか，と訪ねたところ次

のような答えが返ってきた。

「ラオスは共産化してしまって，教科書の内容もみん

な変わってしまいました。だからそのままの本では子供

たちに本当のことが教えられないのです」

これらの本の存在に気づいた地域の日本人住民に，ど

んな波及効果があるのかもこれから興味深いところであ

る。

■｢外国人｣問題をめぐる視座屋

地方からの発想

「外国人」の問題を考える時，よく「受け入れるべ

きか，否か」という議論になるが，どちらにせよジ

レンマに陥ることは明らかである。受け入れ派は日



本の中で人手不足と世界規模の経済格差の中での外

国人労働者受け入れは必然的であると主張するし，

反対派は外国人を単純労働に就かせるのは，日本が

第三世界の資源だけでなく人をも収奪していること

だと指摘する。また，西ドイツのトルコ人労働者の

事例を挙げて，外国人労働者の定住に伴う社会問題

を危倶する声もある。しかし，これらはいずれも日

本という国家の大枠のレベルから論じているにすぎ

ず，日本国内のさまざまな格差や社会構造を見る視

点を欠いている。

先日，山形県のある町のフィリピン人「花嫁」と

その家族と話す機会があった。自治体主導でアジア

人花嫁を迎えた事に対し，日本人が経済力で過疎対

策のために女性を買った，という批判もあるが，実

際町を訪れてみて，単純に日本人がアジアから搾取

している，という観点からはこの問題は論じられな

いという印象を持った。

日本の中の，都市に対する地方(農村）の問題は，

第三世界の北の国々に対する関係と非常に似ている。

農村部の嫁不足は，都市資本の肥大化による過疎や

若者の流出に端を発している。そうした，日本国内

の歪みがしわ寄せされた部分に「外国人」が流入し

ているのだ。また一方，彼女たちはよりよい生活を

日本に夢み，また家族への送金などを望んで嫁いで

来た。世界規模の構造的な問題の中で，問題を抱え

たもの同士が出会い，生活し，葛藤しているという

現状が，目の前にあるような感を抱いてしまった。

おそらく，日本人が日本の社会構造とその問題を

認識し，解決してゆくことが「内なる国際」への最

も近道ではないのだろうか。第三世界との連帯は，

決して都会型の発想だけでは実現できない。日本人

が日本の問題にきちんと直面して行くことが大切で

はなかろうか。

「外国人問題」をどれだけ自分に近づけられるか

元来，移民の国として成立しているアメリカでは，

居住歴などの一定の用件を満たせば，権利として永

住権や国籍が取得できる。また，アメリカ生まれの

子どもたちは両親が不法滞在であろうが，アメリカ

国籍を取得できる。このような社会システムの中で

は「外国人問題」は自国民の中のマイノリティーの

問題へと切り替えられる。日本では外国人である限

り，二世になっても三世になっても外国人であるこ

とには変わりなく，そのためいつまでたっても外国

人問題は外国人問題として日本人から切り放して論

－７－

じられてしまう。しかし，こういった状況のなかで

どの様にしたら日本人が外国人問題を自分の問題と

して捉えることが可能になるのだろうか。

アメリカでは今，出生率の低下や高齢化社会から

労働不足の時代を予見し，マイノリティーを雇用でき

なくては国がつぶれる，といった議論まで出てきて

いる。そこでマイノリティーと言われる少数民族や

女性，高齢者，障害者などの差別を積極的に是正し，

能力を開発していくことが社会全体にとって必要な

ことだ，との認識に立って，アファーマテイブ・ア

クションと呼ばれる積極的な差別是正措置がとられ

ている。（注２）

もう一つ興味深いのは，アメリカの公民権運動の

中でのマイノリティーとは，黒人，ヒスパニック，ア

ジア系及び太平洋諸国人，アメリカインディアンと

アラスカ先住民，白人（ヨーロッパ，中東，北アフ

リカ等の出身）などといった分類だけではなく，女

性，障害者なども含まれているということだ。公民

権とはまさに，民族的マイノリティーの問題だけでは

なく，さまざまな市民の権利を含む運動なのである。

他の立場の人々の権利を考えるためには自分の権利

にも敏感でなければならない，ということではない

だろうか。

もちろんこれが単純に日本に適用はできないこと

を認めた上で，なおかつ参考にしたいと考えている。

日本の「外国人」問題を考えるとき，私たち自身が

まず自分の権利をきちんと捉え直すことが，外国人

の人権を考える第一歩ではないかと思うのである。

そうしてこそ外国人問題は本当に自分の問題として

認識できるようになるのではないだろうか。

注１）神奈川県では川崎市教育委員会が｢川崎市在日外

国人教育基本方針～主として在日韓国．朝鮮人教育～」

を（1986)，また横浜市でも同様の教育指針を制定した。

注２）これまで差別されて来たマイノリティーは，社会的，

経済的，文化的なハンディを負っているため，単に平等

な参加の機会を提供するだけでは競争から脱落する可能

性をもっている。そこで真の平等を実現するためには結

果の平等を重視し，ある一定期間これまでの差別により

被った不平等を補償する意味から，一定の資格を持った

マイノリティーを教育や住宅，労働の分野で優遇してい

く措置である。
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外国人花嫁の抱える問題とそのケア

外国人花嫁の置かれている状況

外国人花嫁の急増への対処は，わが山形県最上郡

における重要課題である。今すぐに何とか，という

わけではない。しかし，確実にその数は増えており，

様々な問題が発生しつつある。そこには「国際結婚」

の持つ積極的な意味合いはなく，「嫁不足」に始まり

｢農村の過疎化」に直結する複雑な問題に帰結する。

さらにこれは日本の地方，特に農村部の精神性や文

化が，危機と混迷の中に突入しつつあることを示唆

する重要なサインでもある。わたしはこの現状を報

告するとともに，現在，そして今後の活動について

の報告を行いたい。

実数は91年３月末日のデータによると以下の通り

である。

①最上地域外国人登録者…240名

・山形県全体の外国人登録者が５１２人であるので，

その約47％が最上地域に集中している。（ちなみ

に山形県は村山地区，置賜地区，庄内地区の４地

区に分けられる）

･ブラジル人はそのほとんどが労働者である。

・中国人は「中国残留孤児」及びその第二世の家

族である。

・韓国，フィリピン人はそのほとんどが外国人花

嫁である。

②最上地域国際結婚状況…78件

・これはあくまで，最上国際交流センターに届け

られた実数であって，実際には戸籍上に登らない

潜在ケースが多い。

結婚にいたるまで

次に婚姻までのルートだが，大きく分けて「行政

主導型」と「民間仲介業者型」がある。

①行政主導型

これは大蔵村がその代表である。大蔵村は1984年

より，フィリピン，ルソン島のある町と友好関係を

結び，何人かの日本人男'性を連れて，集団お見合い

の形をとって機会を作った。以来現在までの７年間

山形大学精神神経科医師桑山紀彦

で12人が大蔵村に嫁いでいる。来日後も，村役場が

先導してフィリピンとの交流を全面に出し，この国

際結婚を積極的に捉えようとしている。

②民間仲介業者型

これは金山町，真室川町の韓国人花嫁の大半に相

当するケースである。最上地区の中核をなす新庄市

のある冠婚葬祭業者が独自で行っているものである。

約200万円から250万円という金額で，韓国の花嫁

を紹介するものだ。めぼしい人物が決まると，その

日本人男性を連れて韓国へ飛び，引き合わせる。そ

してさっそく現地で簡単な結婚式を行い（費用は約

50万円相当のもの）新婚旅行をセッティングする。

それが終わると観光ビザで来日してもらい，とりあ

えず最上郡の実家で暮らす。１～２カ月が過ぎて何

とかやっていけそうだと分かるといったん花嫁は帰

国し（観光ビザがきれるので)，しばらくしてから再

来日する。そして山形でも結婚式をし（しないケー

スがほとんどと聞くが)，入籍する。そして長期滞

在の１年ビザを取得し，以降１年ごとに更新してい

く。（行政担当者によれば，この民間仲介業者の取

り分は多額で，結納金として花嫁に渡されるべきお

金もいわゆるピンハネしているのがほとんどである

とのことである）

家庭環境の問題

家庭環境は最も問題を内在させている部分である。

①夫婦関係

総括して論じられるものではなく，各家庭ごとに

特徴はあると思われる。その中でも，一般的に言え

ることは，言語的コミュニケーションがほとんどの

場合成り立っていないことであろう。まず夫は妻の

母国語を話さないし理解できない。もちろん妻の母

国文字も読めない。従ってどうしても日本語による

コミュニケーションが必要になるが，妻側は全く日

本語を学習せず来日するため，夫婦間の会話は成り

立っていないといってよい。筆者が経験した例では，
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システム手帳の電子辞書を使って，必

要最小限の単語を並べて用を達してい

る夫婦がいた。

また，最上地域は山形県内でも有数

の出稼ぎ者を出す地域である。長い場

合で丸１年，通常は11月から４月上旬

までの約６カ月間，夫は首都圏に出か

ける。そのため，嫁いだはいいが夫不

在のまま長期間過ごす場合も少なくな

い。その間妻は，姑や義父といった第

一世代と共に生活するわけだが，夫の

世代よりもさらにこういった異文化や，

他国語に対する許容度は低く，外国人

'､愛uは国境を越える。
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花嫁はさらに家庭への溶け込みが困難な状況に置か

れることになる。

まれに夫が妻の文化に理解を示し，積極的にそれ

を受け入れようとするケースもある。大蔵村のある

例では，夫が妻に対して，フィリピンの親兄弟を必

要ならば日本に呼んで，一緒に暮らしてもいいと伝

えたという。そういったケースでは，外国人妻の精

神状態も安定する場合が多く，周囲からみても「う

まくいっている」ケースに属することとなる。

②嫁姑関係

大きく分けて二つに別れる。

一つは姑が嫁の異文化を受け入れられず反発し，

嫁姑関係が悪化していく場合。もう一つは，「せっ

かく来てくれた嫁だから」ということで，過剰な受

容を嫁に対して行い，好きなものを好きなだけ買い

与え，家の事を何もさせず，やみくもに大切にする

ケースである。圧倒的に前者が多く，後者はまれで

あるが，新庄市のある韓国人花嫁のケースでは，典

型的な後者のパターンで嫁を甘やかし，数カ月後の

今になって嫁の要求の暫増に頭を痛めている場合も

報告されている。

一般に嫁と姑が問題となるのは子供の出産の前後

からである。それまで表面的にでも平穏を装えた嫁

と姑は，嫁が妊娠したときから一転して習‘慣，価値

観のぶつかり合いを経験するようである。

＜妊娠から出産＞何カ月目には何を食べると

よいといった習’慣が，日本と韓国，日本とフィリピ

ンでは大きく違う。まずよくみられる対立点はこう

いった出産に関わる食事についての問題である。そ

れから，臨月が近づくとどうしても妊婦は精神的に

不安になるが，最上地区に嫁いでいる花嫁はそのほ

とんどが帰国しない（出来ないといった方が正確か

も知れない)。そのため，「祖国に帰りたい」という

希望が高まり，この点でよくトラブルが起こる。フ

ィリピン人花嫁の場合はかなり横のつながりが強い

ため，同国人花嫁同士で，経験者に励まされこの危

機を乗り切れるが，横のつながりの乏しい中国，韓

国の花嫁の場合は，その孤独感と情報不足も手伝っ

て不安に陥りやすい。行政はそのため，決まった産

院で出産することを勧めている。

く出産から子育て＞韓国の一般的な習慣とし

て，産後は一カ月にわたって多量の昆布を食べる。

それは並みたいていの量ではなく，６人家族が半年

かかっても食べきれないと思われるほどの量の昆布

が祖国から送られて来る。花嫁はそれを約１カ月で

食べてしまう。これは出産によって汚れた「血」を

きれいにするためのものだそうだが，いずれにして

も日本人側としては大変な驚異である。金山町の例

では，花嫁さんがこの大量の昆布摂取を家族にも求

めたため，一時，家族内が騒然としたという。こう

いった出産にまつわる習慣の違いは，韓国人に多く

認められ，フィリピン人にはさほど見受けられない。

言語の問題

最後に言語の問題がある。フィリピン人花嫁の場

合，祖国のアイデンティティが非常に強く，それが

永続的に保たれる傾向が強いため，自分の子供にタ

ガログ語で語りかけることはまれでない。もちろん

日本人家族はそれを非常に嫌がるので，家族の前で

は日本語を使うが，子供と二人の時はごく自然にタ

ガログ語で話しかけている。

わたしが接した彼女たちの子供で，３歳の子供の
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日本語教室

:蕊溺
篭

,丑

言語をよく聞くと，そのはしゃぎ声に，日本語では

ない，タガログ語のイントネーションが含まれてい

るようだった。何気ない語りかけが子供に内に生き，

姑や夫の気付かないところで，外国人花嫁の母国語

が伝えられている様に思われた。これが，子供の成

長と共にどのような発展を見せるのかは今の時点で

は明確でない。しかし将来的には重要な課題であろ

う。

文化の問題

次に周辺環境及び宗教について述べる。

①フィリピン人花嫁の立場から

周辺にフィリピン文化の寄り所となるものはほと

んどない。新庄市内のキリスト教教会が，日曜礼拝

やクリスマス，イースターのお祝いを行っていて，

戸沢村のフィリピン人花嫁もこの教会に通っている。

フィリピン人花嫁の傾向として，花嫁同士の横の

つながりを大切にすることがあげられるが，大蔵村，

戸沢村の両村では，週に一度開かれる日本語学校が

花嫁同士の交流の場となっている。しかし，家族の

病気や残業といったいろいろな事情によってその出

席率は低下する傾向にある。そんな場合でも電話連

絡などは緊密で，各地区にリーダー的存在の花嫁が

必ず一人は居り，その人物を中心に'情報交換や悩み

相談などが行われている。

精神科的ケアの現状と展望

現在われわれは「異文化外来」という枠組みで，

こういった在山形の外国人の精神障害に対応しよう

としている。しかし，その受診数は決して多くない。

それはおもに次の点によると思われる。

。「精神科」を受診させることに対する，家族の

抵抗感。本人の抵抗感。

。その大半が神経症レベルで，おもに身体的不調

お料理教室の後の試食会（大蔵村）

譲識il1i総;識Ｉ
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もし自分一人では解決できないような悩みごとが

発生した場合は，おもに役場の振興課の主査や保健

婦に電話が寄せられる。しかし，これらは行政が関

与した見合い例に限られ，そのほとんどが行政関与

のフィリピン人花嫁の場合は良いが，逆にそのほと

んどが民間仲介業者関与の韓国人花嫁の場合は，問

題発見が遅れる傾向にある。

②韓国人花嫁の立場から

周辺に韓国文化の寄り所となるものはほとんどな

い。漢字文化という共通点はあるが，なまじ近隣国

であるという意識が日本人側にもあるために，それ

がかえって無理な要求を花嫁さんにする原因にもな

り，全く違う文化圏であるフィリピン人花嫁の場合

の方が，かえって周囲の歩み寄りはあると思われる。

伝統的な儒教文化を色濃く残す地域から嫁にきた

人が多く，そのため，韓国人花嫁は家長制度を身を

持って学んでいる。しかし，今やほとんど家長制度

が崩壊してしまい，姑が君臨する母系家族となった

日本人家庭に入って，韓国人花嫁はその環境の違い

に大きく戸惑う。

。何故，決定権が義父でなく義母(姑）にあるのか。

．自分の夫はこの先本当に家長になれるのか。

といった疑問を抱く花嫁は多い。

宗教的には現時点で主だったトラブルなど報告さ

れていない。

を訴えるため，内科，整形外科，産婦人科を受診

している。

、。精神科受診例を見てみても，ほとんどが一過性

のパニック発作を起こす例で，ほぼ一晩で治まり

その後の治療が必要とされない場合が多い。

しかし，現実に離婚例なども発生しており，一過

性とはいえパニック発作を起こす花嫁も増加の傾向

Trial＆ErrorNo.１１３ －１０－



にある。総じてこれらは家庭内不和がその原因であ

るが，お互いの無理解や情報不足，誤解といった

｢修正可」の要因が関与しているのもまた事実であ

る。

そこでわれわれは「言語」「心」「文化」の３本柱

を基幹に，その中の「心」を担当しながら外国人花

嫁の精神衛生に取り組んでいる。

言語の柱

①日本語学校の整備と充実

現在，大蔵村に二つ，戸沢村に二つ，鮭川村，金

山町，真室川町持回りで一つの日本語学校が運営さ

れている。しかしそれらがカバーしているのは外国

人花嫁の約25％に過ぎない。

大切なことは，われわれ｢心」を担当するものと

の連携である。精神的な不安定さの多くを「日本語

が話せない」という事実が占めている。従って，わ

れわれの外来受診をする人も，何割かは日本語学校

に紹介して，しっかりとした日本語教育を受け，ま

たその教室内での交流を通して周囲とのつながりを

作っていくことで，安定した状態を維持できること

も多い。

②通訳ネットワークの整備と充実

身体や心の訴えを，まだ良く分からない日本語で

行うのはそれだけでストレスである。従って，自分

の訴えを聞いてくれて，日本語に訳し医師に伝えて

くれるような通訳が望まれる。現在韓国語で二人，

中国語で一人，電話通訳の登録をお願いしている。

一回500円相当のお礼をし，日本語がうまく話せな

い患者さんへの対応を行っているが，行政の予算化

はない。

心の柱

①巡回相談

９１年９月22日に最上地域の中核都市である新庄市

で，内科，小児科，産婦人科，整形外科，精神科の

５科による，無料健康相談を行う。これには母国語

で相談が出来るように各科に通訳を立てる。先日，

新庄市に住む外国人労働者に結核の空洞形成が発見

され，こういった外国人対象の通訳付き無料健康相

談の必要性を改めて認識した。

同じく８月30日，韓国人花嫁の多く住む金山町で

健康相談が行われる。筆者は医師としてそれに参加

するが，その際，彼女たちの抱える悩みごと相談を

受け付ける。「精神科」を全面に出すのではなく「医

師」として，身体，心，文化一般にまつわる悩みご

とを，保健婦さんと一緒に考える。

この二つは何れも行政が予算付けを行っている。

②心の相談連絡協議会

現在，大蔵村，戸沢村，金山町との間で実行して

いる。おもに保健婦さんと地域振興課の役員と精神

科医が集まり，現在進行中のケースについて話し合

う。８月20日，戸沢村役場で行い，在村の韓国人，

フィリピン人花嫁とその家族で対処に困惑してい

るケースについて話し合った。他市町村とも定期

的に開いていくつもりである。

③ＦＡＸ通信｢心の健康相談カード」

緊急』性を要する場合などに用いる問診表及び，そ

の回答をＦＡＸで行うものである。

④通常外来での対応。そして他科との連絡

現在，分裂病の男性の元に嫁いだ韓国人花嫁が，

臨月で県立新庄病院に入院中である。夫は不安定に

なり，妻も「韓国に帰る」と言い出している。とり

あえず，入院し様子を見ているが，産婦人科の主治

医との連絡をとりながらこのケースは進めている。

文化の柱

料理の会

外国人花嫁さんをやみくもに日本に同化させるの

ではなく，お互いの文化の「融合」を目指して行わ

れる交流事業である。別名「食卓の文化交流」と呼

ぶが，韓国料理の会やフィリピン料理の会を敢えて

あからさまに開くことによって，自分たちの村に外

国から花嫁がたくさん嫁いでいることを認識しても

らう狙いがある。ともすれば日本人側の隠したがる

傾向の中に，花嫁は埋もれ，様々なストレスを受

けている事が伺い知れる。まずは受け入れた日本

人側の意識改革を進めなければという点に立つ事で

ある。

しかし現実ははかばかしくなく，韓国人花嫁をも

らった家のケースだが，「あそこは村役場が関わっ

ていない，民間業者が呼んだ花嫁だから，あんな人

と一緒に料理なんか作るな」と，家族に反対され，

出席できない場合も相次いでいる。フィリピン人花

嫁の場合は滅多にないが，こと韓国人花嫁の場合は，

花嫁本人にも妙な差別意識が働くこともあり，こう

言った「集まって何かする」といったことが出来に

くい傾向にある。

ＪＶＣの国内プロジェクトとしての関わりは持てな

いものだろうか……と思うこの頃である。
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インドシナ定住者と教育

インドシナ定住者の教育についての経験を振り返

りながら，今後，外国人の増加と多様化の中で日本

社会に何が求められるかを考えていく。

周知の通り，インドシナ定住者が日本に暮らし始

めて15年以上が経過した。この間に子供たちの教育

はどのような問題に直面してきたのであろうか。

まず最初に直面し，優先的に対応されてきたのが，

日本社会への適応のための教育である。定住促進セ

ンターの訓練の他に行政やＮＧＯの活動が様々な形

で行われてきた。しかし，まもなく，日本で育つ若

い世代が母国語を忘れて行き，日本語が完全でない

大人たちとのコミュニケーションが困難になるとい

う新しい問題が生じてきた。日本で生まれてくる世

代がふえる中で母文化保持の問題がクローズアップ

されてきたのである。

母国語教室

幼い頃に日本にやってきた子供，日本で生まれた

子供たちが母語と文化を忘れて行くことに，大人た

ちは危機感を持っている。その思いを知るエピソー

ドとして，昨年10月末に，神奈川県大和市下和田で

ひらかれた「ふれあい下和田」というイベントがあ

る。カンボジアの少女がお母さんたちの指導で，は

じめてカンボジアの民族舞踊を踊った。「この子た

ちは一生この踊りを踊ることはないだろう」と考え

ていたお母さんたちが上演中に涙ぐんでいたという。

母語，母文化の学習の場として日本国内の居住地

区を中心に定期的にインドシナ出身者の子弟を対象

にした母国語教室が開かれている。神奈川県綾瀬市

の綾瀬ラオス語教室のスタッフの一人シンカムタン

・レックさんに最近の様子をうかがった。教室は８

人のスタッフで週１回２時間開かれている。内容は

ラオスの国の話，ラオス語の読み書き，ラオスの風

景を絵に描くこと，民族舞踊などである。ほとんど

の子供はラオス語がわからないので，説明は日本語

で行う。そして，どんどん質問してもらうという形

式だ。

ところが，当初23人いた生徒は約８人に減少して

いる。理由の一つは教室から遠い所に住む生徒がや

めてしまうことだ。普段通う学校の他に，遠距離を

おいじあきら

生地陽

休日通学することはやはりたいへんなことなのだ。

レックさんは，週１回だけのラオス語教育は語学

教育としては十分ではないが，自分たちがラオス人

であるという意識を持つようになることについては

効果があると話している。マスコミが取材に来たと

きに，子供たちが「みなさんは何人ですか？」と尋

ねられて，みんな「ラオス人です」と答えたと，う

れしそうに語った。

一方，ここ数年，日本の公立小中学校では，日本

語の習得が十分でない児童，生徒を対象に日本語指

導学級を開設している。専従の担任教員と母国語の

話せる教育協力員(相談員)が対応している。その目

的は対象児童生徒が日本社会に適応することにある

ため，日本語の指導が終われば指導も終わると考え

られやすい。しかし，４年前に開設された先駆的な

存在の大和市の下和田小学校国際交流学級は，当初

の日本への適応，日本語指導の考え方から母文化の

維持へと指導の中心を移してきている。その理由は，

外国籍生徒の多くが日本生まれのインドシナ定住難

民子弟であるため，日本語指導が必要な児童は現在

数名しかいないということと母国の文化を持つ彼ら

に対する母国語教育は個,性を生かすという見地から

である。

下和田小国際交流学級担当の伊達重明先生は母語，

母文化についての学習は日本人の子にもプラスにな

り，彼らのためだけにやっているわけではないと語

った。また，母国語の授業といっても，月に１～２

回しか相談員は来ない。勉強しようかなと思わせる

程度である。子供たちは日本に適応しきっている。

しかし，母国語学習のチャンスだけは与えたいと考

えている。

紹介した二つの教室の母国語教育に共通することは

母国語教育が民族の自覚を促すための教育であって，

必ずしも母国語をマスターすることが期待できない

ことだ。

日本人化を希望する若者たち

このような母文化を伝えるための活動が活発化し

てきた背景にはインドシナ定住者を受け入れた日本

社会の問題があるようだ。
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いったい日本人はインドシナ定住者に対してどの

ように接しているのであろうか。あからさまな差別

事象は少ないように思える。たとえば，前述の伊達

先生は，「はじめのころは色が黒いからプールには

いるななどと言われたこともあるが，今は外国人が

いるのが当たり前になっている。また子供たちも外

国人という意識を持ってないで暮らしている」と語

った。逆に配慮しなければならない場面で対応が出

来ないところもあるくらいだという。そして，他校

で外国人だからという事で，特別扱いされて，他の

子なら怒られることを見逃されたりされて育ってき

た外国籍の児童は，下和田小学校へ来て戸惑うこと

が多いという◎

外国人だから特別扱いして，悪いことをやっても

見逃しているということは何を意味し，若者たちに

どのような影響をもたらすのか。

ラオス人の若者について，シンカムタン・レック

さんは次のように語った。ラオス人の子供たちは小学

校51～６年から高校生くらいになると，一見して｢外

人」とわかる親たちと外出しようとしなくなる。学

校の保護者懇談会にも来ないでほしい，友だちに恥

ず力,しいからという。ラオスの料理を食べない子供

もいる。１０世帯のラオス人の家庭のうち，２～３世

帯しかラオス的生活をしていないのではないか。バ

イト先や塾で，日本風に名前を変えてしまうラオス

人もいる。

このような事象は，もちろん，思春期の子どもに

特有の気持ちも原因であろう。しかし，ラオスの若

者が必死に日本人化しようとしていることの現れと

もとれないだろうか。

ラオス的生活をしている少数の家庭ではきびしい

教育をしている。料理を食べなければ怒るとか，ぶ

つとかして子供たちはラオス語も上手になるという。

しかし，逆に言えば，それだけ厳しくしなければ親

の文化を保持できないということであろう。

インドシナの若者たちは，日本人の微妙な偏見を

感じとっているように思う。そして，日本人化を希

望する。ラオスの若者がラオス的な生活を捨て，名

前を隠したり，親が学校に来るのを嫌ったりする。

そこで，大人たちは民族の自覚を持つための教育の

必要性を唱えている。

民族教育の問題点

インドシナ定住者の子供たちの教育について，大

きな問題は，「何人」として育てるかということで

ある。日本文化に触れていない祖国の人と全く同じ

ように育てることはほとんど不可能だ。一方で，日

本人に同化しきることは出来ない。民族のアイデン

ディティが何によって形成されるか，あるいは同化

に対する考えが各グループ，家族，個人で異なる。

そして，民族についてのイメージが浮かんでも，そ

のためには何をしなければならないか（どのような

知識，態度，感‘情を育てたら良いのか）が議論され

なければならない。そのうえ，民族教育をめぐって

はさまざまな困難がある。

その１つはどのような場でその教育をするかとい

う問題だ。日本の学校に通学する子供たちをパイカ

ルチュラルな人材に育てようとしたら，日本の学校

の学習と同時に母文化の学習を両立させなければな

らない。その負担に耐えられる子供は少ないのでは

ないだろうか。

その負担を軽減するためには民族教育的内容を公

教育のカリキュラムの内容として認めたり，公教育

に参加できる形に民族学校の地位を高めることであ

るが，日本の学校制度ではそのような検討は始まっ

たばかりであり，現時点では多くの困難がある。

在日韓国・朝鮮の人々や中国系の人々は民族学校

を建設し，保育所から高等教育までの体系を持って

いる。しかし，日本の民族学校は制度上多くの制約

を受け，また弾圧を受けた歴史がある。他の外国人

の民族学校が今後日本社会に誕生しても同じような

制約が及ぶ可能性があり，困難さは以外に大きいか

もしれない。

もう一つの問題は，誰が民族教育を行うかという

問題である。その民族グループの人口規模が小さけ

れば，民族教育に必要なスタッフや資金の確保が困

難になるのではないか。７０万人以上の人口規模を持

つグループには大学までの教育体系を運営できても，

地域的に分散した約1000人のグループ。にそれは可能

であろうか。アメリカのインドシナ定住者が雑誌を

発行したり，母語放送を運営したりできるのは，受

け入れ国の環境だけでなく，人口規模の問題もある

のではないだろうか。

今回の考察から在日外国人の子供たちの教育につ

いて，インドシナ定住者の経験から示すことが出来

るのは，同化の社会的圧力の強い日本社会で民族教

育の必要性が定住開始から十年程度で高まったこと，

そして，その内容，実現のための方策（制度，人材

の確保，運営方法）を真剣に考える段階がすぐに来

るということである。
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唖出稼ぎ労働者たちの'日

寿・原宿・新宿をウオツチング

横浜・寿町６：Ｏ０ＡＭ－アジアの言葉が飛びかう街

ＪＲ石川町駅は中華街の玄関口となる駅である。

駅から海に向かって元町，中華街，山下公園と横浜

で一番華やかな一帯が続く。夜遅くなると中華街の

おみやげを手にしたほるよいかげんの観光客が駅構

内にごったがえし，切符を買うのも大変だ。

しかし，宴の後といった感の早朝は，昨晩と本当

に同じ駅なのだろうかと疑うくらいに雰意気は一変

する。ひと目見て建設作業の労働者とわかる人たち

で改礼はあふれんばかりだ。たいてい何人かのグル

ープで，そのうち一人が行先を書いたメモを手にし

ながら路線案内板を見上げている。朝の石川町はこ

れから建設現場へ向かう労働者の出発駅である。

石川町駅から海とは逆の方向に約５分行くと日本

三大ドヤ街の一つ，寿町にたどり着く。駅をはさん

でこれほどの陰陽が対照的な所も珍しい。夕方寿町

にやってくると街じゅうに漂う酒の臭いが鼻につく。

今日仕事にありついて稼ぎを手にした者が一杯ひっ

かけ，仕事にあぶれた者は，まあ朝からずっと飲ん

でいるのだろう。寿町は飲み屋の多いこともさるこ

とながら，目をみはるのは酒・ビールの自動販売機

の数である。アルコール依存症はこの町のかかえる

最大の問題と言ってよい。

朝６時，寿町が一番活気づきいきいきと見える時

だ。千人はゆうに越える群衆がドヤの中心である職

案週辺にあふれる。めし屋や新聞屋，作業着や軍手

を売る露店のかき入れどきでもある。皆が手にして

いるのはビールやワンカップ酒でなく，缶コーヒー

だ。こうして見ると日焼けした労働者の頬はキリッ

とたくましく見える。いい仕事を取ろうとする目は

真剣そのもので，あたり一帯に湯気がたちこめるよ

うな熱気だ。孫受け建設会社のワゴンが何十台も並

び，人員を確保すると勢いよくエンジンをふかし飛

び出していく。

しばらくこの景色をながめていると，フィリピン

人が多いことに気づく。ざっと100～150人ぐらいが

寿に寝泊りしているという。小さなグループにいく

つも分かれて情報交換に忙しい。リーダー格の者が

ＪＶＣ神奈川代表岡村達司

¥唖鮭も

驚議鰯

露零零

i藤

あっせんブローカーとの交渉を行い，話がまとまる

とワゴンに乗り込んでいく。

フィリピン人労働者が他とちがうのはその服装だ。

フィリピン人は衣装にこだわるとよく言われるが，

作業着が主流の寿界わいではそのファッション感覚

は群を抜いていると言ってよい。まつ白なＴシャツ

にＧパン，えりを立てたジャンパー，金のネックレ

ス，きちんと整った口ひげ等々・フィリピン人労働

者の大きな特徴は，その多くが高学歴であることだ。

３Ｋ現場での彼らに対する評価は極めて高い。

フィリピン人は顔つきが日本人と違うのですぐわ

かるが，次第にフィリピン人よりも韓国人労働者の

方が多いということに気づく。あちこちから聞こえ

てくる会話が日本語ではないのですぐわかる。寿を

拠点にしている韓国人は約800人でフィリピン人の

数倍にもなる。さらに，もし日本人である場合，ここ

には若い者はまずいないと言ってよい。見るからに

たくましい働きざかりといった感じの者はまちがい

なく韓国人であろう。

ドヤというのはヤド（宿）をひっくり返したこと

ばで，その名の通り何十軒もの簡易宿泊所が立ち並

んでいる。入口をのぞくと，たくさんの注意書きが

はってあるが，たいてい英語，ハングル語等の３カ

国語で対応をしている。たくさんあるコインランド

リーやコインシャワーも様々な異邦人たちにきめ細

かく対応している。地域のこうした反応は，寿に限

らず，行政の何倍も素早いのが何ともおかしい。露

店のおばさんも外国人労働者とのかたことのやりと
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りを楽しんでいる風でもあり，笑いが絶えない。「タ

カイタカイ」「ノーノーだめネ」と身ぶり手ぶりの値

引き交渉が続く。この寿という町は案外異邦人に対

して，少なくとも外の社会よりは暖かいのではない

かと思う。弱い立場に置かれた者同士で通ずるもの

があるのかもしれない。

商談も外国人労働者の場合，お金という目的がは

っきりしているため，酒におぼれることもないので

しっかりして見える。古参の労働者は酒が目的とな

ってしまっている者も多く，高齢のため元気な外国

人労働者に圧倒されてしまっている観がある。

寿は日本の高度成長時代に地方からのたくさんの

出稼ぎ労働者で大きくなっていった。そして日本が

成長を遂げ，日本と他のアジアの国々が中心と周辺

という関係になることによって，今度は大量の外国

人労働者の町となった。

現在，寿の日給は10,000～15,000円，ドヤの宿泊

代は一泊1,000～1,500円である。

原宿１２:00-歩行者天国のイラン人たち

原宿駅に降り立って改礼に向かう人の流れに，も

う何人かのイラン人がいることがわかる。彼らは皆

ためらわず代々木公園に向かう。話には聞いていた

が，公園に近づいて前に広がる光景にびっくりして

しまった。入口付近から中にかけて，いったい何百

人のイラン人がいるのだろうか。日曜日で天気もよ

く，これで酒盛りでも始まったらどえらいことにな

りそうな気がするが，彼らは禁酒を戒律とするモス

リムである。日曜祝日は代々木公園とその横の歩行

者天国には千人から多い時で２千人ものイラン人が

集まってくる。この付近の森の中で寝泊りしている

者も多いらしく，公園のトイレは洗面やヒゲの手入

れに余念がないイラン人に占領されてしまっている。

彼らのほぼ全員はツーリストとしてやって来たこ

とになっているが，彼らは労働者である。イランと

は日本とビザの相互免除協定を結んでおり，３カ月

以内の滞在なら自由に入国できる。このことが，イ

ランからの労働者の急増の大きな理由となっている。

母国で借金するか，ブローカーに手配してもらうか

して日本に来る。入国審査で滞在能力を示すための

｢見せ金」は，通関を終え出口を出たときに待ってい

たこちら側のブローカーに回収されるというシステ

ムもあるそうだ。

1990年度に来日したイラン人は約３万２千人。公

園で寝ているのを日本人に何と思われようと，日本

でひと稼ぎすれば，母国では成功者となる。

この付近には，イラン人ほど数は多くないが，中

国人やパキスタン人のグループもたくさんある。代

々木公園は都心にあって広大な緑が続くとても美し

いところだ。休日には着飾った日本の若者もどっと

くり出す。一方，日頃の３Ｋ労働から解放されたア

ジアの人々も同胞を求めてほうぼうから集まってく

る。日本の若者は自由を満喫しているかのように見

えるが，それとは対照にイラン人や中国人は不安げ

だったり，真剣に'情報交換を続けている。物質的な

繁栄を享受し続ける日本社会と，「不法」という不安

定な立場ながら日本経済の底辺を支えている外国人

労釧働者という構造を，ひと目で理解させられる光景

だ。

新宿21:00-日本語が共通語

つい最近機会があって，新宿へ飲みに行った時の

ことだ。いっしょにいったのはタイ人二人とパキス

タン人一人で，皆いわゆる不法労働者である。タイ

人の一人の方とは，海老名の小さな日本語教室へ話

を聞きに行った時以来のつきあいだ。６月に来日し

もう一方のタイ人といっしょに住んでいて，パキス

タン人吉年はたまたまとなりの部屋に住んでいると

のこと。片言の英語しか共通語がないにもかかわら

ず，オレたちは親友だと言いあってえらく楽しそう

だ。

親友同士ではあるが，お互い何を言っているのか

わからないので，オマエが通訳しろと言う。その後

延々とパキスタン人の上手な日本語を下手なタイ語

で通訳するはめになり，下ネタばかりなのでうんざ

りして少しこちらからも仕事の話を３人に聞くこと

にした。

タイ人二人は重くて熱い鉄製品を運ぶ仕事で，腕

のあちこちに火傷の跡がある。パキスタン人の方は
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もう日本に２年ぐらいいていろいろ知っているらし

く，何とかユニオンの組合員証というものを見せて，

二人のタイ人にもしきりと加入を勧めていた。入会

金は2000か3000円で，外国人労働者のための組合

みたいなものだそうだ。外国人労働者が一人で労災

認定を申請していくことは非常に難しいが，そのよ

うな場合このユニオンが雇用主との交渉に大きな力

を発揮する。

私たちの入った居酒屋には店内を走り回る従業員

が20人ほどいたが，そのほとんどがバングラデッシ

１人だった。今さらながら驚いたが，いっしょにい

たパキスタン人の青年は，東京の居酒屋ならどこで

もこんな風だと一笑に付されてしまった。

手の空いたバングラディシュ人の店員が，こちら

の顔ぶれを見て不思議に思ったのか，しきりに話し

かけてきた。皆でワイワイ言いあったあげく，全員

の唯一の共通語は日本語だということがわかった。

二人のタイ人は日本語はまだよくわからないようだ

ったが，パキスタン青年とバングラディシュ青年の

よどみのない日本語会話を聞くのは何とも不思議な

気分だった。

ここで働くバングラディシュ人の日本語はかなり

のものである。メニューの数は百種以上もあり，「も

ずく酢」とか「ねぎまとすなぎもを塩で」といった

難しそうな注文にもびくともしない。聞くと，一応

皆昼間は日本語学校へ行っているという。

寿町に来る孫受け建設会社の場合もそうであるが，

役所に提出する従業員名簿には外国人名を書けない

ので「山田」とか「伊藤」という日本人名で登録さ

れているとのこと。そういえば，ネームカードをつ

けるような店では，こうした外国人労働者の胸にも

日本名をつけさせているという話はよく聞く。島国

根性のうえに人権感覚の薄い日本ならではの現象と

思えるが，働いている本人たちはまあしようがない，

どうでもいいという感じだ。こちらが心配する以上

に彼らはずっとたくましくしたたかだ。

パキスタン青年は大学を出ていて，かなり裕福な

家庭の出身だった。２年近くの間に200万円以上稼

いだが，最近パチンコに擬って50万ぐらいすってし

まったという。「もうパチンコはしない。ぜつたいも

うからないよ」と，しきりに反省していた。貯めた

お金は故郷ラホールで衣料品店を開く資金にすると

いう。

タイ人二人はタイ東北部の出身で，かなり借金を

して来日したらしい。「工場で働いたり，運転手をし

夜の新宿に集まる労働者たち
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たりしていたが，家族が多くて食べていけない。と

りあえず100万円貯めたい。子供を何とかして大学

まで行かせたい」と一人が言った。

パキスタンでもタイでも「黄金の国ジャパン」の

話は神話といってもいいぐらいだ。家を建てたり，

レストランを開いた成功者の話はあっという間に広

がっていく。タイでは日本のビザを求めて毎日1000

人以上が大使館に列を作る。二人のタイ人も朝４時

ぐらいから並んだという。

日本のビザの有効期限は３カ月。ほとんどの者が

期限を超えて１年から２年滞在する。３カ月過ぎた

時点で不法就労に不法滞在が加わる。お金を目標ま

で貯めると入管に出頭する。帰りのチケットは自分

で支払えるので“優良強制送還者”として凱旋帰国

していく。

４人ともビールジョッキ３杯ずつ空け，すっかり

ほろ酔い加減だ。

「ところで，お前はイスラム教徒なのに何で酒を飲

むんだ？」

「あとでアラーの神にお祈りするから大丈夫だよ」

「あれ，今食べているのは豚肉だぜ」

思わず口に入れたものを出しそうにしたパキスタ

ン青年のあわてぶりに大爆笑がおこる。

「こんな調子で日本で飲んでいるとお金はたまらな

いよ」と言うと，「う－ん，でも日本でこんなに楽し

かったのは初めてだ」「今度はいつがいいかなあ」と

調子がいい。とうとう“摘発されなかったら１カ月

後に”という変な約束をさせられた。こちらは摘発

よりもケガの方が心配だが，３人はいかにも陽気だ。

国で食べていけないといっても，とことん追いつめ

られたという感じはない。日本に出稼ぎに行ける余

裕があるだけまだ恵まれているといってよいだろう。

今ではすっかり東京の風景にとけこんでいる３人の

姿に複雑な感'情を抱きながら新宿を後にした。
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パナニコムキャンプは日増しにさびしさが漂い

はじめてきた。人口がどんどん減ってきている。

ベトナム難民は，３月のデモンストレーション

以降，それまではパナニコムで受けていた難民資

格認定審査をシキューキャンプで受けなければな

らなくなり，第三国定住のために必要な難民の資

格を得るには，いやでもシキューヘ移動しなくて

はならなくなった。そこで資格を得れば，第三国

への定住のためもう一度パナニコムヘ戻ってくる

ことになる。すでに6000人以上がパナに移動して

いる。戻ってくる数は２割にも満たない。残りの

人たちはベトナムへ自主帰還するか，そのままシ

キューで暮らし続けていくしかない。少しずつだ

が，ベトナムへ帰る人も出てきているようだ。

クメール（カンボジア）の帰還プログラムもこ

のところ急に動きはじめ，１１月にはUNHCRが帰

還者受け入れのためのセンター設置可能地を調査

に，カンボジア国内に入る。早ければ来年１月に

も帰還が始まるとの話もある。

山岳民族を含むラオス難民も，1994年までには

全員本国帰還させるという方針が出され，タイ・

ラオス両政府とUNHCRの間で積極的に会議が行

われている。この８月には，カナダ，フランス，

アメリカ，オーストラリアなどの受け入れ国が，

バン。ナポーキャンプへ出向き，今後定住のため

の受け入れをしないことを通達するようだ。

もちろん日本政府も足並みを揃える。毎日新聞

から目が離せないめまぐるしい動きの中で，日本

政府は６月に，クメール難民約90人，７月にラオ

ス難民約150人に定住受け入れのためのインタビ

ューを行い，１２月には再度クメール難民に対しイ

ンタビューする予定である。すでに100人近い数が

リストアップされている。すべて親族の呼び寄せ

ケースではあるけれど，本国帰還へと向かう流れ

の中で，これだけの多くの人を定住受け入れさせ

ていくことに奇異の目を向ける人たちも少なくな

い。

パナニコムキャンプ内でも，次々と閉じていく

他団体をよそに，ＪＶＣ日本語学校はこの秋から

200人以上の生徒を抱えることになる。これが最

後，これが最後という日本政府の発言もだんだん

頭に留めなくなってしまった。

〆

閉鎖が近づく難民キャンプ Ｊ
１
ｌ
騨
脚
さ
鼎
蝉
癖
癖
》
癖
識

ＪＶＣ日本語学校機関誌"fromパナ"より

いむた

闇牟田浩美

鱈!
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ＪＶＣの高床式の教室の下でハンモックをつるし

涼んでいた，トタン塀を抜け出してきた20～30人

ものベトナム人たちも，ここ最近監視が厳しくな

り，一人もいなくなってしまった。買い物に抜け

出て兵隊に見つかった何人かが，ＪＶＣのまわりを

よく追いかけっこしている。

ＪＶＣの横にある，シキューヘ移動して行ったベ

トナム人たちの残した廃屋には，屋根と柱しか残

っていない（出て行く時にこわしていった)。そこ

へ日本政府のインタビューを受けるためにナポー

から移って来たラオス難民たちが，毛布やビニー

ルシートを打ちつけて壁を作り住み始めた。何か

殺伐としたものを感じる。

昨年の11月にナポーから移送され授業を始めた

生徒たちも，６月からやっと日本に山発できるよ

うになり，９月には何とか半数を見送れそうだ。

この秋に定住許可を受けるラオス，クメールの

難民たちもどれだけの間パナニコムで待たされ，

日本への出発を迎えることができるのだろうか。'’’１ヘ／ﾉﾉ／／
ノ、



ベトナムから

福祉関係者が来日

ＪＶＣは，1990年からベトナム南部ホーチミン市で，

ろう学校や夜間中学への支援活動を実施しているが，

今回そのホーチミン市から支援対象のヒーボンろう

学校のピン校長先生ほか３人の訪問者を招いて，日

本国内の福祉施設を訪問し，あわせてベトナムの現

状とＪＶＣの活動を訴えた。

９月12日に来日してから２週間，東京都内や関西

の福祉施設を中心とした訪問先を次々見学し，その

間東京と大阪で報告会に出席するなど，ハードスケ

ジュールをこなしていただいた。同行した者にとっ

ても，普段なかなか訪問する機会のない国内の福祉

の現状に接することができ，大変勉強になった。

受け入れ準備のためにボランティアの人たちと話

し合った段階から，日本とベトナムでは社会状況が

あまりにも違うために．訪問者にとって今回の訪問

マーシャ村再び

「力､シュ，ソロモン。デナスタリン（こんにちは)_｜

植林サイトを見に行く途中で出会う農民が我々の姿

を見かける度に声をかけてくる。目の前に目標が見

えているにもかかわらず，なかなか先に進めない。

９１年７月，２年ぶりにマーシャ村を訪れたJVCを

農民が総出で出迎えた。一人一人と挨拶をするのに

半日かかった。雨期の始まりを告げる雨が台地をた

たき，農民たちも畑の準備を始めた。「これからは

自分たちがやろうと思うことができる」１７年にわた

った前政権が崩壊したことで，農民の中にも自由を

喜ぶ雰囲気と意欲が生まれてきた。

ＪＶＣのコンパウンドから歩いて３時間，標高３千

メートルを越える所にある植林地を見に行った。２

年前にはまだ小さかったユーカリが，山の斜面にし

っかり根を張り，大きく成長していた。３時間の疲

が本当に役に立つだろうかとの懸念があった。実際，

ピンさんたちも立派な建物や高度な機器が整備され

た施設を見て戸惑いをみせていたが，障害者が一般

の人の中で働いている町田市の施設や，男女半々の

スタッフがおとなの障害者を対象に働いている奈良

の施設など参考になる点も多かったと話していた。

最後に，訪問者を快く受け入れて下さった各施設

の方々と，準備から同行まで献身的に係わって下さ

ったボランティアの方々に改めてお礼を申し上げた

い。（山口誠史）

鍵霧

蕊爾鱗…墜髄
蟻

れを忘れさせるほど，木々の力強さに感動した。

マーシャでの活動は，雨不足や害虫による作物の

被害の大きいコレブ地区への緊急救援から再び開始

される。それと並行して，いままでＪＶＣがやってい

た農村復興プログラムの農村への影響を整理しなお

し，農村社会への適切なアプローチの仕方を農民と

共に考えていく。村の中で今，何かが動きだそうと

している。マーシャでの新しい活動にご期待下さい。

（江原浩昭）

卜

拝占

隈

F

癖謬．．

繍議

識

職 蝋

再会を喜ぶスタッフと村人たち
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変化するＮＧＯの役割

８０年代初め，数えるほどしかなかった各国のＮＧＯ

も今では60団体に及ぶ。当初ＮＧＯの大きな役割の

一つは，国際的に孤立したカンボジアの現状を西側

諸国にアピールすることであった。そして今カンボ

ジアは，国際社会に受け入れられようとしている。

このような時代の流れの中，今後期待されるＮＧＯ

の役割は，タイやフィリピンと同じように，経済中

心の社会とたち向かう農村の人々の声を国際社会に

伝えていくことである。そういう意味で，今まで以

上に地域に入りこむ努力が必要となる。

今年で５年目を迎えたＪＶＣのプロジェクトも，“よ

り地域に”入るべく，日々の活動を進めている。母

子保健のプログラムは，８８年に始まった郡レベルの

ラインセンターを拠点に，村レベルの診療所の機能

の充実と建て直しを行っている。また，井戸掘りに

ついても，これまでの大がかりな機械掘りから住民

参加型の，小規模な手掘り井戸，ため池作りへと移

行している。

洪
水
に
よ
っ
て
寸
断
さ
れ
た
道
路

カンボジアをめぐる動き

今年６月，タイで開催されたカンボジア最高国民

評議会（SNC）は，無期限停戦，外国からの武器援

助受け入れの停止，ＳＮＣの運営方針，選挙法，新憲

法の原則を検討するための作業部会の設立など次々

と成果を生み出した。そして９月には，各派の軍備

の縮少，国連安保理における同評議会の承認など，

カンボジアは着々と和平に向かって進んでいる。

－１９－ Trial＆ErrorＮｏ．１１３

避
難
民
キ
ャ
ン
プ
内
の
学
校

ＪＶＣとしても，プノンペンでやってきた車両整備の

プロジェクトのノウハウと，そこで育成した人材を

生かすためにも，ぜひ輸送車両の維持。修理の部分

で協力したいと考えている。

カンボジア南東部の洪水

８月19日夜から20日未明にかけて，集中豪雨によ

るメコン川の急激な増水によって洪水が発生。また，

これにともなうダムの決壊，道路の破損等により被

害が広がっている。特に深刻な影響を受けたのは，

カンポット，コンポンチャム，コンポンスプー，タ

ケオ，カンダール，プレイベン，クラチエの７県と

首都プノンペン郊外である。各県によって被害状況

が異なるが，合わせて５万世帯，２０万人の人々が家

をなくし，また，約20万ヘクタールの耕地に影響が

出ている。

この状況に際して，外務大臣のホーナムホン氏と

SNCを代表してシアヌーク殿下から対外的なアピー

ルがそれぞれ出された。また，カンボジア保健省，

赤十字，各県当局，そして在カンボジアの民間救援

団体，WFP等の国連機関が対策を講じた。ＪＶＣと

しても食糧配給の分担金3000ドルを提供し，今後の

対応については検討中である。現在は水位も下がり，

各地で道路の補修などの複旧活動が進められている。

（９月26日清水俊弘）

着々と準備が進む難民帰還

カンボジア和平への大きなステップである難民帰

還の準備が，国境の両側でそれぞれ進められている。

難民を送り出すタイ側では，帰還先の希望調査が行

なわれ，全体の運営を行うＵＮＨＣＲ（国連難民高等

弁務官事務所）では，もうすでにその手段やルート

を決定した。

一方難民を迎えるカンボジア側でも，一時滞在の

ためのレセプションセンターの設置場所を決定し，

まもなく着工するところまで来ている。さらに，そ

こからの輸送，運行についてもＮＧＯと共同で実行

するために，活発な話し合いが進められている。

蕊鑑男蕊



野

－２０－

Trial＆ＥｒｒｏｒＮｏ－１１３

恋斧チーム☆

盾

鱗綴

止上 寿賀－仁一..､ジ Ｉ

、

ii雛アフリカ担当☆
諒
討
瀞

ｰ

小

錠

大

今>jzFも
乃買つ-z71r81

霧聯
砥試蹄

飛
冬

ロロﾛ 江原浩昭岡

詫
杢

楠Ｉ

胃癖嚇
ＦｊｊＦ両

議７月'６日
赤ちゃん誕生
しはいちく・

ま､/休日ﾂら

》
〈

久寿子



|ＪＶＣ神奈川’

1991年８月25日現在
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ＪＶＣブロジエクト

－２１－

活動地名

障景天罰

ＪＶＣ神奈川

函

タイ

(チャイヤフ

ｊ
ン
県

活動内容

渉外，事業計両，資金調達，ボランティア調整．会計．

総務，情報収集および広報等。

機関誌1.トライアル．アンド・エラー」発行。
ｊＶＯ説明会…毎ﾉｦ第１月曜Ｈ午後６時～８時

毎月第２，４ｋ曜日午後２時～４時

・７月27口テベトナム･カンボジア報告会」（熊岡路矢)，

・８月１７[」『エチオごア報併会」（江原浩昭）を行った。

・８対25日，エチオピア支援バザーを市民防災センタ
、-で行い，来場者数500人，収益金約124刀injと盛
況であった．

・１０月20Ｈの“チャリティーウォークかまくら,'に向

けて本格的な準備が始まった。

●定住難民プロジェクト

クメ・ル語ニュースレター今年度第１号を，ボラン

ティアのリム・ナロンさんを中心に作成した。

はげi11の斜面にレモングラス，バナナなど手に入りや

すい植物で;君留めをし，その間に果樹，スパイス，陸
稲などを植えた。

担当者

岩崎駿介（代表）

林達雄（事携局長）

熊岡路矢，星野昌了，

前Ⅲ:月代，【11:i誠史，
鈴木I土塀，今泉恵，
常安光子，嵩安庸太郎．

柴田久寿千・小野豪大．

江原浩昭，赤阪むつみ，
高梨直樹，北詰秋乃

岡村達司

岡*』･達需１，他約50人

岩崎美佐Ｆ，Ｋｏｍａｉｎ

Ｓｏ《mgs机ｍａｌａｙａ，
Ｋ角只emsanSriwatta-

na，Prasit】､go，
ＣｈａｌａｅｍＫａＣｗｃｈｏｈｏ

Ｓｏｍｒａｋ

支援|､j1体

全IRI靴会福祉脇

会

ジャパン･タイ

ムス、神奈川県
揺祉部，禅林寺
龍華会基金，ケ
ァハウスさくら

苑，明るい綴:会

づくり連動神奈

11.雌協議会

庭野平和財団，

ＹＯＫＥ

イオン財1,1.1

回 ６月には，医師をバスラ．バグダッドに派遣し，医莱
品援助をするとともに医療状況を州資した。また，神
案〃県の脇ﾉﾉにより水道技術者２名をバグダッド．へ

ラ。ナジャフヘ派遣し，水道施設を調査した

現在は６月の調査結果に基づき，医薬品，粉ミルク，

塩素等の援助の準備をしている。

柴用久史、船川秀夫．

寿賀一ｲニ

全Ｅ本口治団体

労働組合（自治
労>・神奈川県

800万県民によ

る湾岸戦争被災

民等への支援募

金．ぅ･レジア会．

･東南アジアの森林破壊と換金作物についての研究

･人間居住キーーワ・・ド辞典の作成

束村康文 ＦＡＳＩＤ

回･ｌＪ舌：

調査・研
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活動地伺

東ゴジャム州
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ン
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プノンペン:行

カンダール県

ベン･ナィミー児ン

チ.マイ県

脚

カンボジア

活 動内容

●マーシャ村復興プロジェクト再開

内戦のために約２年中断していたマシャ村での農

村復興活動の再開が決定した急マ・シャを含んだ４
カ所での調査の結果，・番援助を必要とし・迄いるこ

とや農民のrl発的な意欲が芽堆えているＺとなどか

らマーシャを選んだ。現在，エチオピア人スタッフ

を中心に，農村の状況把握，役所との交渉を行って
いる。

ｌ()ﾉlの初めに円本からも関係荷がエチオピア入りL，
今後の方針，活動の具体的内容を決める。

●地域総合復興(南部）

2年口に入り，①第８区の障害児童のた妙の活動，

②居住環境の改稗のための活動

おける移動保健医療活動の,淵斉

，③ピンブャン郡に

計･画に参加してい為。

あわせてホーチミンIi；および南部における帰還民へ

のブr1グラム実施のための調査を行っている。

●地域総合復興(北部）

洋裁，電気のぎ!‐･スは各々第２期に入り，自動車修
即のクラスは９ノjに|｝M講する〕ら定である。

●サンタピエップ技術学校/ワークショップ

Ｈ本からもってきた、勤屯穂備の教科書のカンボジ

ア語訳が進んでいる．上巻をバンコクで印刷・製木
して第四期。…スの開始に術えるｃ第１ﾉﾘ期は91年９

ノJより開始。学科・実技の両方の訓練を受けるﾉ上徒
を25人，学科のみの受誹生をﾕ5～20人を募集する。
●母子保健

カンダール県内７郡及び県都の村々の助産婦・伝統
産婆の技術向上訓練を続けている。妊婦検診により，
出産時に異常が予想される妊婦を早期に発見できる
ようにするための訓練であるく：

プノンペン郡で合計12カ所の村の診療所を改築する。
既に４カ所で満-1ﾆし，その内１カ所で定成した。
●井戸・ため池作り

プノンペン郡で;11や湖が近くになく深井戸も掘られ
ていない村を選び，村人の手による浅〃戸やため池
作りを助ける。占い筏井ﾉ㎡でセメンj､リングが壊れ
たり，穴が石などで埋まってしまやたり水位がﾄ゙ が
‐って水が渦れてしまったりしたものを修復する。
また，家畜の進入を防ぐた釣の柵がなかったり，池
の水をきれいに保ったいのｆ入れができていないた
め池を使えるようにする。古い浅井戸やため池もな
い村では，新たに掘る。

●国内避難民への緊急援助

カンボジア北西部パンティミニンチェイ県シソボン
郡に戦火を逃れて避難してい為人々が稲作ができる
よう助ける。６ﾉlに40ｈａ分の浮き稲の穂まきに必
要な費用を援助した。

担当者

llIu：樵，田尻真由美，

Solomon，Shikur，

Ali，ＹｏｄｉＩ,，Tekleyo-
}Hannes，Burahane，

AmuduGabreamruk

Baiyc

熊岡路矢，Ｉｌ１野間一馬，地
稲見モ，稲見由美子，
久保英之．久保早恵
で南〕

ホーチミン市住宅局
第８区人民委員会/社会
福祉ピンチャン郡人民委

員会
冒北〕

ハイブォン市労働局

占西男，馬清，
本橋栄，竹井潤子，
飯島かんな．鈴木琴了
大西睦美

｢現地の実施機関」

自動車輸送公社(運輸省ン
母子保健局<保健省）
カンダル県保健委員会
プノンペン群保健事務所

バンティミエンチ狸イ県

国内避難民委員会<農業

省〉

支援団体

ＣＲＤＡ，ＷＦＰ，

犬養道子・みど

り…本運動，モ

ラロジーＭＩＲ０．

立正佼成会，四
本願寺，東京グ

リーンウォーク，

メサイヤコンサ

ート，エチオ:ご』

ア支援バザー．．

ほか

(南＞

庭野平和財団

立示佼成会
メサイアコンサ

ー・卜，ＪＶＣカレ

ンダ．一

(北）

じＮｌＩＣＲ

創価学会青年平

和会議，モラロ
ジーＭＩＲＣ，立

正佼成会，州産
労連，四本願寺

高岡寺族青年会
毎１１新聞大阪社
会事業川，浄臨
宗東京教区背蝉
会，阿際保健協
力市民の会(ＳＨ

ＡＲＢ)，四日市
商業高校,Ｊｖｏ
カレンダー，カ

リタス・ジャパ

ン，真如苑，メ
'サイアコンサ.一
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Trial＆ErrorNo.１１３－２３－

活動地名

Iﾗｵｽ］

ビエンチャン市

ピニンチャン県

ポーリー・カム

サイ県

刀ンムアン県

国

バンニコク

カオイダン

(カンボジア

難民キャンプ）

パナニニコム

(第買国定住待ち

キャンプ

ブジラム隈．

活．動内答

、生活改善普及員養成プロジェクト

保健衛堆，農業，教育など生活全般の改誇に撫わる
女性の生活改普普及員を養成すると同時に，瞥及員
の地域開発活動を支援している。

・８ﾉ」１～３コ，ビエンチャン:荷バク…:､村で有機肥

料の作り方の諭習会が行われた。

・８月６～９口，ラオスで活動111のＮＧＯと協力して

“持続可能な農業”のセミナー・を開催した。
・８月20～26日，ビｊｒンチャン県で保健衛生セミブー

を開催した。

●伝統織物保存

１１月初旬に行われる伝統織物展小会に;句けて，主要

産地で収録したどデオの編集，展示川織物のデー･夕
整理が進酌られ-ている釜ＪＶＣはその資金提供を行っ

ている。

①総務，会計，資金調達

②各機関(国連，タイ政府，ｉ]本大使館，各国民間援

助1J1体)及び東京事務所，ラオス・カンボジア・ベト
ナムを含む，各プロジェクトとの連絡調整

③情報収集，広報活動，④在タイ日本人との連絡nW盤
●奨学金プロジェクト

家庭訪問の結果，現在も在学中の奨学全児童は85人
<小学生66人，中学生19人）となり，両親の引越しに
より退学者が増えている。
●クロントイ図書館割

８月１Ｆ１の母の日に，誤ミュニティ委員会と合lljIで

スラムの大そうじを行い，その後青年グループ企画

のイベントが行われた(，

⑮西崎憲司記念技術学校

８月12日，カオイダンよりカンボジア難民17家族2８

人がラオス経由で本国帰還した。

ドライビングスクール<生徒47名）の鹸終試験を行な

った。，

●日本語学校

８月８口，第３グループ（４件，１６名）が大和定住促

進センタ･一へ向け出発。それにともない，最終試験
とフライトオリエンテーションを実施。送別会では，
ラオスとＨ木の料理を通じ互いの文化を体験し,f'交
流を|刈った。

●農村開発

８j』12口，ムアンフェ・‐クの入会地で再び植林を行

い，約800本の苗を植えた。

担当満

i磯田厚子,Thano:,gsi
iSolankum，Maliphet
|Sukkhasumc〈ラオス女

IfHLil盟）

ＫｈａｍｏｎｅＰｈｅｔｄａｏ.、

ｈｅｕａｎ，Ｋｈａｍｐｏｎｅ

Saignavong

ｴｺornpil1o二Ｃｈａｉｂｏｏｎ，

ＫａｎとｏｌＭｉｎｇｎ皇ｕＥｍｇ，
ＭＥｍａｓ･ｏｒｋａｎ

谷I1I博史

池島千津子，
Ｔ､■巳■一■田

上']]１９土-romkaew，
蝋婦ボランティア15名

SamruayjonRyork.‐

lang

ＳｏｍｙｏＬＲａｔｔａｎａＬｈａｍ

Sutth邑Ｎｅｔｐｒａｋｈｏｎ，

ﾉ木勝幸，〃本美奈

竹吋雅義，閲牟田浩美、

鈴木彰r:，ノkl1l呈織、
KrisdaChunlasevok

ThpngkhamS:]mru‐

(}ngram，Ｃｌ:owarite，

Ｄｕａｎｇｐｒｏｍ

文援団体

ＵＮＤＰ，

ＵＮＩＦＥＭ，

ＲＩＪ，ＮＶＣ．

聖ヨゼフ老人ホ

ーーム，難氏と地

球の緑を考える

会．グル…プ・

カンガルー．，ジ

ャパン・タイム

ズ．メサイア：リ

ンサー・１，．ＪＶ<〕

カレンダーー

全同社会福祉協

議会

メサイア罰ンサ

．i、

'1､ree1forlife

の会，雄勝町町

内寺院会，阿際
ソロプチミス!、

駿河，からし種
モラ画ジーＭＩＲＣ，

伺際ソ画プチミ

スト!:舟形，：:;形

中央ライオンズ

クラブ，太田慈

光会，ＪＯＦIＣ

ＵＮＩＩＣＲ，

ＳＶ(Stichting
V1uChte1ing）
【I:形、｣噸．１．１雌

労連

IＯＭ

モラに!ジー.Ｍ二ＲＣ１

《:ＶＣカレンダ



犬養道子。「みどり一本」募金

東京0-212497（８月小計181名1,067,040円）

犬養道子さんの御厚意により，ＪＶＣに上記の口座を設け

ました。この募金はエチオピアの植林プロジェクトに使
われます。

し最近難民として日本に来た人の中から日本へ帰化する人

が何人かでてきた。なりたくてなったというより仕方なく

という人が大半である。それだけ日本では日本人であるこ

とと「外人」であることの差は大きい。しかし帰化を申請

する場合，いかに自分は日本人になりたいかを一貫して示

さなければならない。担当係員が家に来た時，冷蔵庫を開

けてナンプラー（魚から作る醤油）を見つけて「まだこん

なものを使っているのでは日本人にはなれませんよ」と言

われた人もいる。

いったい日本人というのは何様なんだろうと考えてしま

う。ナンプラーは家にいつも置いてあるけれど，見つかっ

たら非国民になってしまうのだろうか。（岡村）

Trial＆Error(試行錯誤トライアル。アンド・エラー）第113号

発行日1991年９月20日発行(毎月20日発行)通巻113号

1982年８月16日第三種郵便物認可

Trial＆ErrorＮｏ．１１３

ＪＶＣの活動とその目的に御理解を

しＪＶＣとは－JapanlnternationalVolunteerCenter

は1980年２月，タイのバンコクで設立された民間救援団体

です。1979年暮れの，インドシナ難民の大量流出をきっか

けに，日本から駆けつけた若者と，現地タイですでに活動

を始めていた日本人とが一体となり，現在の組織の原形が

できました。ＪＶＣは，活動者の自発的な意志に基づき，日

本の個人。団体からの寄付金，国連機関からの委託金等に

よって運営されています。ＪＶＣは，人種，国籍，習』慣，

宗教その他の信条の違いを越えて，難民および同様の窮境

にある人々を対象にできる限り継続的な活動を行ないます。

しＪＶＣの会員募集について一会員は，総会に出席し，

ＪＶＣの方針などを決定する他，情報･資料の入手，各種の

活動・報告会。上映会。学習会等へ参加することができま

す。会員の種別と年会費は以下の通りです。また会費には

機関誌の購読料が含まれています。

.正会員(団輝;:::::学生筆…
し機関誌「Trial＆Error」のみの購読について

・毎号１冊送付年間購読料3,000円

｡毎号４冊送付年間購読料10,000円

し送金の方法一下記の口座へ郵便振替にてご入金下さい。

①会員：東京５－４８３６５加入者名一ＪＶＣ会員係

②Ｔ/Ｅ：東京３－５４１８６加入者名一ＪＶＣ東京事務所

（住所，氏名，購読開始月をお書き添え下さい）

しみなさまの募金が支えるＪＶＣの活動一救援活動をより充

実させるため，以下の募金をお願いしています。なお募金の

20％をＪＶＣの運営経費に充当させていただいています。

Ａ・アフリカ難民募金（８月小計97,500円）

アフリカの難民・飢餓民への救援プロジェクトに使われま

す。

Ｂ・グリーン･フォー・アフリカ募金（８月小計1,615,416円）

アフリカの土壌回復，農業，植林等に使われます。

Ｃ・カンボジア募金（８月小計142,900円）

カンボジア国内の復興のために使われます。

Ｄ、タイ募金(奨学金・スラム・農村）（８月小計370,850円）

タイの人々の生活向上のために使われます。

Ｅ・ラオス募金（８月小計215,332円）

ラオスの生活改善プログラムに使われます。

Ｆ・ベトナム募金（８月小計81,000円）

ベトナム帰還者及び国内復興のプログラムに使われます。

Ｇ・定住難民募金（８月小計3,000円）

定住難民のための日本語教材費と家庭訪問員の交通費に使

われます。

Ｈ，環境募金（８月小計33,500円）

タイ山間部で，環境を守るためのプログラムに使われます。

1．ＪＶＣ運営経費募金（８月小計２２，０００円）

現場を支えるのに不可欠な事務運営経費，人件費に使われ

ます。

J・無指定募金（８月小計439,393円）

し送金の方法一下記の口座へ郵便振替にてご入金下さい。

東京9-27495（募金種目名をご記入下さい）

加入者名一ＪＶＣ東京事務所

飴

－２４－

編集後記

神奈川事務所〒231横浜市中区山下町２産業貿易セン

タービル９Ｆ（財)神奈川県国際交流協会内

雪045（671）７０８２

印刷所㈱ベスト・プリンティング

＊本誌の記事・写真等の無断転載・複写を禁じます。

や

が

Trial＆Errorは再生紙を使用しています

定価送料共300円

1991年９月20日発行(毎月20日発行）

編集人岡村達司，前川昌代

発行人林達雄

発行所日本国際ボランティアセンター(ＪＶＣ）東京事務所

〒113東京都文京区湯島３－１－４会田ビル５階

衝0３（3834）２３８８ＦＡＸ：０３(3835）O519

Telex：7604025ＪＶＣＨＱＵＣ
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